
港の外側の藻場と岩礁群。

残存する砂丘植生。

断崖地、岩礁と藻場のつながり。

・田老川（たろうがわ）
希少な種を含む河辺植生の分布。
ハゼ類やニホンウナギ等の希少
な種を含む回遊性魚類やモクズ
カニ等の甲殻類の生息。

・中の浜（なかのはま）
外海的な磯と砂浜が連なる
（震災遺構として保存）

断崖地、岩礁と藻場のまとまり。

断崖地、岩礁と藻場のまとまり。

断崖地、岩礁と藻場のまとまり。

・松月海岸（まっつきかいがん）
人工物のない自然の浜。
希少な植物の生育。

・女遊戸（おなっぺ）海水浴場
（日本の快水浴場百選）

砂浜と残存樹林地のまとまり。

断崖地と藻場のつながり。

残存する砂浜（ポケットビーチ）と
砂丘植生、非耕作農地、残存樹林地
のまとまり。

・宇部川（うべがわ）
サケ、サクラマス等回遊性魚
類が生息。

藻場、砂浜、非耕作農地、残存樹
林地等のまとまり。

・泉沢川（いずみさわがわ）
サケ、サクラマス等回遊性魚
類が生息。

・米田川（まいたがわ）
ハゼ類等の希少な種の生息。

残存する海から陸へのエコトーン
砂浜、樹林跡地、湿地植生、残存樹林
地のつながり。

・久慈川（くじがわ）、夏井川（なついがわ）の河口部
潟湖、汽水域、縁辺のガマ、ヨシの抽水植物群落と砂浜
が作り出す三陸北部では数少ない環境のまとまり。
砂丘植生がとくに重要。

・夏井川（なついがわ）
ハゼ類等の希少な魚類、サケ、アユ
等回遊性魚類やモクズガニ等の甲殻
類の生息。夏井川の非耕作農地（元
水田雑草地）のまとまり。（トンボ類、
シギ・チドリ類の利用）

残存する河口砂州および希少
な種を含む砂丘植生が豊富。

まとまった藻場とリアス式海岸の景観。

岬、断崖地
周辺の藻場と接する断崖地のつながり。
（景観）

・久慈川（くじがわ）
サケ、アユ等回遊性魚類の生息。
久慈川の水辺と残存樹林地。

・長内川（おさないがわ）
沿岸の水辺と残存樹林地のつながり。

小袖海岸（こそでかいがん）
「兜岩」等を擁する景勝。
（ジオパーク）

・十府ヶ浦（とふがうら）
３河川の下流部に 1km 以上残った長い
砂浜。歌枕にも多く登場する名勝の地。
岩手県内では数少ないシギ・チドリ等の
渡りの中継地として重要。
希少な種を含む砂丘植生が豊富に残る場
所がある。

・閉井川（へいがわ）河口域
アマモの生育、ワカサギの産卵場、
ニホンウナギ、アユ等、回遊魚や
モクズガニ等の生息。

・蛸の浜（たこのはま）
砂浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観。

・津軽石川（つがるいしかわ）下流部
河川を中心とする、希少な昆虫類が生
息する河畔林と湿地等の水辺環境のつ
ながり。

・金浜（かねはま）
シギ・チドリ、ガンカモ類等、
希少な種を含む鳥類や希少な
種を含む塩性地植生。

・津軽石川（つがるいしかわ）河口
県内最大級の干潟、残存する砂浜生
物の移入、定着場。シギ・チドリ類
の生息場。
希少な猛禽類が飛来する。
希少な種を含む、塩性植物の生息。

まとまったアマモ場があった。
（津波後も一部残存）

・太田浜（おおだのはま）
エゾオグルマの生育地
（特定植物群落）
震災や台風の影響を受け
減少。

砂浜、湿地、樹林地のまとまり。

砂浜と残存樹林地のまとまり。

・赤前（あかまえ）
ウバガイ（ホッキガイ）、エゾマテガ
イ等を多く産する生産性の高い水域、
アマモも生息。

干潟、砂浜、非耕作農地、残存樹林地
等の海から陸へのつながり。

・津軽石川（つがるいしかわ）
ニホンウナギ、イトヨ等の希
少な種を含む魚類や、モクズ
ガニ等の甲殻類の生息。

・呼浜（よばわりはま）
まとまった砂浜と砂丘植生。

シノリガモ等のカモ類
の生息。

2012 年生態系監視調査（干潟）
　津軽石川では 42種（希少な種 3種を含む）を確認。
震災前には二枚貝類が豊富という特徴があったが激
減。2011年では二枚貝はほとんどみられなかったが、
2012 年にはアサリ、イソシジミが増加。オオノガイ、
ソトオリガイも回復。（津軽石川河口）

2012 年生態系監視調査（海鳥繁殖地）
　　国指定天然記念物「日出島クロコシジロウミツバメ
繁殖地」、国指定日出島鳥獣保護区。（特別保護地区）
　日本最大のクロコシジロウミツバメの集団繁殖地。オ
オミズナギドリとの競合、土壌流出により営巣環境が悪
化している。約 40ｍまで達した津波により、林床の土壌
流出、植物の枯損等が認められた。2012 年調査では、オ
オミズナギドリ、ウミツバメ類他の繁殖を確認した。
（日出島：ひでじま）

・浄土ヶ浜（じょうどがはま）
三陸を代表する景勝地
砂浜、礫浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観。

・日出島（ひでしま）
クロコシジロウミツバメ繁殖地。

砂浜（砂丘植生）と残存樹林地のまとまり。

・真崎海岸（まさきかいがん）
海水浴場
（日本の快水浴場百選）
南から「小港」、「前須賀」、
「沼の浜」の約 1km。

・沼の浜（ぬまのはま）
希少な種を含む海浜性植物が多
く、砂丘植生が発達する。樹林跡
地には二次草地が発達。
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